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第 1 章 Cloud CVMS の概要 

Cloud Video Management Software は、XVR、NVR、IP カメラ、PoE スイッチなどを一元管理でき

るセキュリティ監視デバイス管理ソフトウェアです。 

1.1 Cloud CVMS 推奨動作環境 

本ソフトウェアの動作環境には、オペレーティングシステム、CPU、メモリ、グラフィックカ

ードが関係します。 

• オペレーティングシステム：Microsoft Windows 7/10/11 および macOS 11.6 以降 

• CPU：Intel® Core™ i5-4590 @ 3.3 GHz 以上 

• メモリ：4 GB 以上 

• グラフィックカード：NVIDIA GT 730 以上 注：PC のスペックが高いほど、同時にプレビ

ューまたは再生できるチャンネル数が増えます。 

1.2 Cloud CVMS メイン画面 

Cloud CVMS ソフトウェアのメイン画面を次の図に示します。 

 

1. 機能操作エリア：クライアントが提供する主要機能を表示します。 

2. クラウドアカウントログイン表示：標準ログインモデルを使用して、クラウドアカウント配

下のデバイスをインポートできます。 

3. デバイス統計：デバイスのリアルタイム状態（追加済み・オンライン・オフラインの数）に



 

 

加え、総チャンネル数、オンライン／オフラインのチャンネル数を表示します。 

4. ログ検索、システム設定、プレーヤーの起動、クライアントバージョンの確認を行います。 

5. イベント管理： 

アイコンをクリックして、アラーム通知をサイレントまたはサウンドに切り替えます。 

 ／  アイコンをクリックすると、アラームのポップアップの表示／非表示を切り替えま

す。 

 アイコンをクリックすると、アラーム情報を消去します。 

 アイコンをクリックすると、デバイスのハードディスクエラーに関するアラーム情報を確認

できます。詳細は第 11 章 アラーム設定を参照してください。 

6. PC 性能表示：現在の PC のネットワーク、CPU、GPU、メモリの使用状況をリアルタイムに表

示します。 

7. ユーザー管理：   アイコンをクリックすると、ダウンロード中および完了した映像を確認で

きます。 

 をクリックして  を選択すると、画面をロックし、解除にはログインパスワードが必

要になります。 

 をクリックして  を選択すると、ソフトウェア名とバージョン番号が表示されます。 

 をクリックして  を選択すると、現在のユーザーのログイン画面が表示されます。 

 ユーザー管理：クライアントのクラウド状態。 

8. ウィンドウ管理： 

 アイコンをクリックすると、ソフトウェアウィンドウを最小化します。 

  アイコンをクリックすると、ソフトウェアウィンドウを最大化します。 

  アイコンをクリックすると、ソフトウェアウィンドウを初期状態に戻します。 

  アイコンをクリックすると、ソフトウェアを終了します。 

  



 

 

第 2 章 登録とログイン 

2.1 管理者アカウントの作成 

Cloud CVMS に初めてログインする際は、システムの案内に従って管理者のログインパスワード

とセキュリティの質問を設定してください。設定したログインパスワードはシステムへのログ

インに使用し、設定したセキュリティの質問は、その質問に回答することでパスワードをリセ

ットする際に使用できます。 

  

手順 1：アイコンをダブルクリックすると、下図のように初期化画面が表示されます。 

 

管理者パスワードを設定します。 

(1) パスワード：パスワードはスペースを含まない 8〜32 文字で設定でき、大文字・小文字・数

字・記号で構成できます。 

(2) パスワード強度：色でパスワードの強度を示します。パスワードの色は弱い順に赤・黄・緑

となります。3 種類以上の文字を組み合わせて設定することを推奨します。 

(3) パスワードの確認：パスワード欄と一致している必要があります。 

(4) 登録後に自動ログイン：選択すると、登録後に自動でシステムにログインします。選択しな

い場合は、システムのログイン画面が表示されます。 



 

 

手順 2：パスワードを設定したら「次へ」ボタンをクリックし、パスワード保護の設定ページ

に進みます。 

 

手順 3：質問を選択し、回答を入力します。パスワードを忘れた場合は、質問に回答すること

でパスワードをリセットできます。 

手順 4：設定が完了したら「完了」をクリックして設定を保存します。 

2.2 Cloud CVMS へのログイン 

システム管理者の登録が完了すると、ログイン画面が表示されます。通常モードとクラウドモ

ードに対応しており、2 つのログイン方法から選択できます。 

2.2.1 通常モード 

このモードではすべてのデバイスを管理できます。システム登録時のパスワードを入力し、

「ログイン」をクリックすると、システム画面に入ります。 



 

 

 

注：「パスワードを記憶する」にチェックを入れると、システムがパスワードを記憶し、次回

ログイン時にパスワードを入力する必要がなくなります。「自動ログイン」にチェックを入れ

ると、ログアウト後に再度起動した際、自動的にログインしてシステムに入ります。 

2.2.2 クラウドモード 

このモードでは、クラウドサーバー機能を持つデバイスを管理できます。クラウドアカウント

を登録した後、クラウドアカウントでログインすると、そのクラウドアカウントで追加したデ

バイスをクラウドアカウントを通じて共有できます。 

 

クラウドモードを使用するには、クラウドアカウントの登録が必要です。Cloud CVMS でのアカ



 

 

ウント登録手順は次のとおりです。 

1. クラウドモードのログインページで「サインアップ」ボタンをクリックすると、下図のよう

に登録ページが表示されます。 

 

2. メールアドレスを入力し、登録地域を選択して、受信した認証コードを入力し、有効なパス

ワードを設定します。「利用規約およびプライバシーポリシーに同意します」にチェックを入

れ、送信して登録を完了します。登録したアカウントでログインしてシステムに入ると、下図

のようになります。 



 

 

 

3. クラウドモードでは、Cloud CVMS は以下の操作に対応しています。 

デバイス管理： 

LAN 検索 --- クラウドサービス機能に対応したデバイスのみを検索・表示します。 

デバイスの追加 --- 通常／ダイナミッククラウドモードでの手動追加に対応します。（注： 

通常モードで追加すると、デバイスが自動的に判別されます。非クラウドデバイスの場合はク

ラウドに記録され、クラウドデバイスの場合はクラウドにアップロードされます）。 

クラウドグループ化 --- 詳細は「3.5 クラウドグループ管理」を参照してください。 

デバイスの共有 --- 詳細は「3.6 デバイスの共有」を参照してください。共有の受け入れ --- 詳細

は「3.7 共有の受け入れ」を参照してください。プレビュー：追加済みのオンラインデバイスの

プレビュー操作に対応します。（注：クラウドモードでは、サイドバーのアラーム、画面巡

回、ビュー保存などの機能には対応していません）。再生：追加済みのオンラインデバイスの

再生操作に対応します。（注：クラウドモードでは、通常のビデオ再生のみ対応していま

す）。クラウドアラーム：クラウドデバイスのアラームおよびシステムメッセージの照会操作

に対応します。 

（注：詳細は「第 18 章 クラウドアラーム」を参照してください）。システム設定：クラウド

モードでは、システム言語、ビデオファイル形式、ビデオイベントのパッケージサイズ、スナ

ップショットおよびビデオの保存先、ディスク空き容量不足アラームのしきい値などを設定で

きます。 



 

 

2.3 パスワードのリセット 

パスワードを忘れた場合は、ログインページ下部の「パスワードを忘れた場合」ボタンをクリ

ックしてリセットできます。 

1. ローカルモードでは、「パスワードを忘れた場合」をクリックしてパスワードリセットペー

ジを開きます。質問による本人確認に通ると、パスワードをリセットできます。 

 

2. クラウドモードでは、「パスワードを忘れた場合」をクリックしてパスワードリセットペー

ジを開きます。認証コードを入力することでパスワードをリセットできます。 



 

 

 

  



 

 

第 3 章 デバイス管理 

Cloud CVMS は、LAN 検索や手動による方法で、デバイス（IPC、NVR、XVR など）を個別または

一括で追加し、追加したデバイスを管理できます。 

3.1 デバイス検索 

「デバイス管理 -- 自動検索」ページで「検索」ボタンをクリックすると、現在の LAN 内のデバ

イスを検索して表示します。 

3.1.1 プロトコル種別で検索 

手順 1：「デバイス管理 -- 自動検索」ページで、プロトコル種別を選択してデバイスを検索し

ます（下図参照）。 

 

注：Cloud CVMS は、プライベート、Hikvision、Dahua、ONVIF の各プロトコル種別の検索に対応

しています。 

3.1.2 ネットワークセグメントで検索 

指定したネットワークセグメントを設定することで、IP アドレスがそのセグメント内にあるデ

バイスを検索します。 

手順 1：「デバイス管理 -- 自動検索」ページで   アイコンをクリックすると「セグメント検

索」画面が表示されます。必要に応じてネットワークセグメントを入力し、「検索」をクリッ

クして検索を開始します。 

 



 

 

3.2 デバイスのアクティベート 

検索したデバイスが未アクティブ状態の場合は、下図のようにデバイスをアクティベートしま

す。 

 

 ボタンをクリックすると、下図のようにアクティベート操作のポップアップウィンドウが

表示されます。 

 

パスワードを設定してデバイスのアクティベーションを完了します。アクティベーション時に

デバイスのネットワークパラメータも設定できます。複数のデバイスをアクティベートする場

合は、複数のデバイスを選択し、ページ上部の「一括アクティベート」ボタンをクリックしま

す。 

 



 

 

これにより、複数のデバイスをアクティベートできます。 

注：パスワードはデバイスのパスワード規則を満たす必要があります。アクティベーションに

成功すると、デバイスは自動的に Cloud CVMS に追加されます。 

3.3 デバイスの追加 

3.3.1 検索して追加 

「デバイス管理 -- 自動検索」ページで「検索」ボタンをクリックして LAN 内のデバイスを検索

します。検索結果から 1 つまたは複数のデバイスを選択し、「追加」ボタンをクリックして、

ポップアップメニューにデバイスのユーザー名とパスワードを入力すると追加できます（下図

参照）。 

 

3.3.2 手動で追加 

「デバイス管理 -- すべてのデバイス」ページで「追加」ボタンをクリックします。ポップアッ

プページで、必要に応じて「通常モード」または「ダイナミッククラウド」を選択します。 

1. 通常モードで追加（IP、P2P ID、DDNS によるデバイス追加に対応） 

 

2. ダイナミッククラウドで追加（Cloud ID によるデバイス追加に対応。ダイナミックコードは

デバイス側から取得する必要があります） 



 

 

 

デバイス管理ページでは、追加したデバイスに対して次の操作を行えます： 

(1)  ：このアイコンをクリックすると「デバイスの編集」画面が表示され、デバイス名、ログ

イン種別、IP/P2P/ドメイン名、プロトコル、ポート、ユーザー名、パスワードなどのデバイス

情報を編集できます。 

(2)  ：このアイコンをクリックすると「リモート設定」ページが表示され、デバイスのパラメ

ータをリモートで設定できます。 

(3)   ：デバイスへの手動ログイン／ログアウト、および追加したデバイスの手動ログイ

ン・ログアウトを行います。 

(4)  ：デバイスを選択して「削除」をクリックします。 

(5)   ：デバイスパラメータのエクスポート／インポート操作を行います。 

(6)  ：デバイスを選択してこのボタンをクリックすると、アップグレード可能なファームウェ

アバージョンがあるかどうかを手動で確認できます。（このボタンは、オンラインアップグレ

ードに対応したデバイスにのみ表示されます）(7) 接続状態： 

 緑：デバイスの接続に成功  赤：未アクティブ。初期パスワードの設定が必要  グレー：デ

バイスの接続に失敗 (8)  ：デバイス P2P。 をクリックするとデバイスの P2P を表示します

（注：プライベートプロトコルのデバイスのみ対応） （9）  ：検索ボックス。入力欄にデバ

イス名を入力すると、デバイスをすばやく検索できます （10）  ：デバイスのアップグレー

ド。アップグレードファイルを選択してデバイスをアップグレードします（注：最大 10 台まで

同時にアップグレード可能） （11）  ：オンラインデバイスを選択し、クラウドボタンをク

リックしてクラウドグループを選択すると、デバイスをクラウドにアップロードします（注：

通常モードでは、デバイスをクラウドにアップロードするにはクラウドアカウントへのログイ

ンが必要です。クラウドサービス機能に対応していないデバイスの場合、アップロード後にク

ラウド状態がクラウドに記録されます） （12）   ：CVMS で追加したデバイスをエクスポ

ートまたはインポートします。 



 

 

3.4 カスタムグループ管理 

「デバイス管理 - カスタムグループ」画面で、新しいカスタムグループを作成し、追加したデ

バイスのチャンネルを新しいグループに割り当てることで、特定のデバイスチャンネルを一元

管理できます。 

 

操作手順： 

1. 「グループ追加」ボタンをクリックし、ポップアップメニューでグループ名を設定してグル

ープを作成します。 

2. 左側のリストでデバイスチャンネルを選択し、  ボタンをクリックして新しいグループに

インポートします。 

注：インポート時に「デバイス名と組織名をインポート」を選択しない場合、チャンネルはカ

スタムグループにインポートされ、組織にはインポートされません。 

3.5 クラウドグループ管理 

「デバイス管理 - クラウドグループ」ページで、グループの作成・共有・削除を行います。 

 

クラウドグループページには、3 種類のグループがあります： 

1. デフォルトグループ：グループは削除できませんが、名前は変更可能です。他のグループか



 

 

らデバイスを移動でき、グループは他のアカウントと共有できます。 

2. カスタムグループ：デバイスが存在する場合は削除できません。グループ名の編集、他のグ

ループからのデバイスの移動、このグループ内のデバイスの削除ができます。 

3. デバイスの共有：他のアカウントから共有されたものは削除でき、グループ名は編集できま

す。共有機能に対応したグループを選択し、共有ボタン   をクリックして共有設定ページを開

き、   をクリックして、ポップアップメニューに共有先アカウントを入力すると、グループの

共有を開始します。 

 

共有先アカウントについては、アカウントのニックネームの変更やアカウントの削除ができま

す。 

 

注： 

1. グループ共有機能は、現在のクラウドアカウントに存在するグループの共有のみに対応して

います（他のアカウントから共有されたグループは共有できません）。 

2. 共有先アカウントを削除すると、その共有先アカウントが受け取ったグループとデバイスも

同時に削除されます。 

3.6 デバイスの共有 



 

 

「デバイス管理 - デバイスの共有」ページで、デバイスの共有と削除を行います。 

 

 

「デバイスの共有」ページで共有アイコンをクリックすると「友だちと共有」の設定ページが

表示されます。共有するデバイスとチャンネルを選択し、操作権限を設定して共有します。 

 

共有先アカウントについては、ニックネームの変更、権限の変更、アカウントの削除ができま



 

 

す。 

 

注： 

1. デバイス共有機能は、現在のクラウドアカウントでクラウドにアップロード済みのデバイス

の共有のみに対応しています。 

2. 共有先アカウントを削除すると、その共有先アカウントが受け取ったデバイスも同時に削除

されます。 

3.7 共有の受け入れ 

「デバイス管理 - 共有の受け入れ」ページで、他のアカウントから共有されたグループやデバ

イスを受け入れる、または拒否します。 

 

注：受け取った招待について、デバイスの全チャンネルまたは一部のチャンネルを選択して受

け取れます。受け取ったデバイスについては、チャンネルやデバイスの削除、共有アカウント

のニックネームの変更ができます。 



 

 

 

  



 

 

第 4 章 メインビュー 

4.1 画面の説明 

 

「メインメニュー」で「メインビュー」を選択すると、プレビュー画面が表示されます。機能

の説明は次のとおりです。 

1. root グループ：このグループには、IP、P2P ID、DDNS で追加したデバイスが表示されます。 

アカウントグループ：このグループには、現在のクラウドアカウントに紐づくデバイスが表示

されます。 

2. カスタムグループ：「カスタムグループ」をクリックすると展開され、そのグループに追加

したデバイスをプレビューできます。具体的なデバイスの追加方法は 3.4 を参照してくださ

い。 

3. ビュー：複数のデバイスチャンネルを同時にプレビューするには、下のボタン  をクリック

すると、現在のプレビューウィンドウのチャンネルをビューに保存でき、次回そのまま呼び出

せます。 

4. プレビューウィンドウ領域：デバイスまたはチャンネルを選択してこの領域にドラッグする

と、そのチャンネルをプレビュー・制御できます。 

5. プレビュー操作領域： 



 

 

 ：音声の制御  ：メイン／サブストリームの切り替え  ：すべてのウィンドウのプレビュー

を停止  ：警告灯のオン／オフ  ：暖色ライトのオン／オフ  ：アラームのオン／オフ  ：

プライバシーモードのオン／オフ  ：プレビュー画面からアラームおよびビデオのラベルを消

去  ：クリックするとプレビューレイアウトページが開き、プレビューレイアウトを最大 5 つ

までカスタマイズできます  ：全画面表示  ：プレビューの保存  ：クリックすると画面表示

比率の設定ページが開き、4 種類の画面表示比率を設定できます： 

ストレッチ、16:9、4:3、元の比率 

6. チャンネルの巡回プランを設定している場合は、この領域でプランを選択すると巡回を開始

できます。 

7. 現在のウィンドウレイアウトでプレビューチャンネルがすべて表示されない場合は、ここで

別のプレビューページに切り替えます。 

4.2 ライブプレビュー 

カメラ映像をリアルタイムで表示し、ローカル録画、スクリーンショット、音声インターホ

ン、電子ズームなどの操作に対応します。 

1. プレビュー操作 プレビュー状態では、チャンネル下部および右クリックメニューで次の操

作を行えます： 

 手動録画：プレビュー映像を手動で録画し、ローカルコンピューターに保存します  手動

キャプチャ：プレビュー画面をキャプチャし、画像をローカルコンピューターに保存します  

電子ズーム：マウス左ボタンをクリックすると、プレビュー画面内の選択領域を拡大します  

チャンネルインターホン：クリックするとフロントエンドカメラと通話します（カメラがイン

ターホン機能に対応している必要があります）  デバイスインターホン：クリックするとデバ

イスと通話します（デバイスがインターホン機能に対応している必要があります）  タグ：特

定のイベントにタグを付けて、後で検索しやすくします  即時再生：既定では現在時刻の 10

分前からの録画を再生します。再生時間はシステム設定で変更できます  PTZ 制御：アイコン

をクリックすると PTZ 操作ページが開き、デバイスの視野角を調整できます。 

 

2. 映像設定：プレビューチャンネルを選択して右クリックすると、映像パラメータ設定メニュ

ーが開きます。このメニューでは、チャンネル名、日付・時刻、画像の色パラメータを設定で

きます。 

3. 魚眼モード：魚眼カメラのチャンネルに接続し、設置方法に応じて対応するビューを選択し

ます。プレビューまたは再生の 



 

 

 

ウィンドウで「  」をクリックするか、右クリックして選択すると、下図のように魚眼メニ

ューが開きます。 

 

カメラの実際の設置状況に応じて対応するモードを選択します。選択したモードでは、さまざ

まなビューを操作し、複数の角度からプレビューできます。 

天井／壁／床設置  ：原画像。すなわち補正されていない元の画像です。 

天井設置  ：独立したサブ画面です。サブ画面は拡大・移動操作に対応します。 

天井／床設置： 

 VR モード。ダブルクリックで入ると、画面は拡大・移動操作に対応します。 

 円筒モード。マウスを上下にドラッグすると円筒画面を平面表示に切り替えます。画面は上

下左右のドラッグ操作に対応します  4 つの独立したサブ画面。サブ画面は拡大・移動操作に

対応します。 

 2P：関連付けられた 180°の矩形展開画面が 2 つあります。2 つのサブウィンドウは常に

360°パノラマを形成し、「ダブルパノラマ」とも呼ばれます。2 つの矩形展開画面はいずれも

起点の左右移動操作に対応し、互いに連動します。 

 1P：360°の矩形展開パノラマ。矩形展開パノラマは移動操作に対応します。 

 ：1P+1。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 1 つ。サブ画面および矩形パノラマ内の



 

 

サブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマ自体は拡大・移動操作に対応しま

せん。 

 ：1P+3。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 3 つ。サブ画面および矩形パノラマ内の

サブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマ自体は拡大・移動操作に対応しま

せん。 

 ：1P+6。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 6 つ。サブ画面および矩形パノラマ内の

サブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマ自体は拡大・移動操作に対応しま

せん。 

 ：1P+8。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 8 つ。サブ画面および矩形パノラマ内の

サブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマ自体は拡大・移動操作に対応しま

せん。 

天井／床設置： 

 ：1+3。原画像＋独立したサブ画面 3 つ。サブ画面および原画像内のサブフレームは拡大・

移動操作に対応します。原画像は拡大操作に対応します。 

 ：1+8。原画像＋独立したサブ画面 8 つ。サブ画面および原画像内のサブフレームは拡大・

移動操作に対応します。原画像は拡大操作に対応します。 

壁設置： 

 VR モード。ダブルクリックで入ると、画面は拡大・移動操作に対応します。 

 1P。パノラマを左から右へ 360°の矩形に展開し、垂直方向の視野角を変更します。拡大・

移動操作には対応しません。 

 4。独立したサブ画面が 4 つ。サブ画面は拡大・移動操作に対応します。 

 1P+3。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 3 つ。サブ画面および矩形パノラマ内のサ

ブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマは垂直方向の視野角を変更し、拡

大・移動操作には対応しません。 

 1P+8。360°の矩形パノラマ＋独立したサブ画面 8 つ。サブ画面および矩形パノラマ内のサ

ブフレームは拡大・移動操作に対応します。矩形パノラマは垂直方向の視野角を変更し、拡

大・移動操作には対応しません。 

 1+3。原画像＋独立したサブ画面 3 つ。サブ画面および原画像内のサブフレームは拡大・移

動操作に対応します。原画像は拡大・移動操作に対応します。 



 

 

 1+8。原画像＋独立したサブ画面 8 つ。サブ画面および原画像内のサブフレームは拡大・移

動操作に対応します。原画像は拡大・移動操作に対応します。 

4.3 ビュー設定 

 

プレビュー画面でクリックするとビューページが表示され、カスタムビューの設定・表示がで

きます。 

 

1. グループの追加： 

ビュータブのルートで右クリックすると、右クリックメニューが表示されます。グループはル

ートにのみ追加できます。図のように「グループの追加」を選択します。 

 

カスタム名を編集し、「OK」をクリックしてグループを作成します。 

2. プランの追加： 

カスタムで追加したグループを右クリックし、「新規ビュータブ」を選択すると、図のように

プラン設定画面が開きます。 



 

 

 

右上隅で  をクリックして必要な分割画面を選択し、左側のデバイスリストからチャンネルを

選んでビューウィンドウにドラッグして保存します。 

 

3. ビュータブの変更または削除： 



 

 

ビュータブのディレクトリで「変更」を選択すると、ビュータブまたはグループを変更できま

す。 

ビュータブのディレクトリで「削除」を選択すると、ビュータブまたはグループを削除できま

す。 

4. ビュータブのプレビュー切り替え ビュータブをいくつか追加した後、ビュータブをダブル

クリックすると、プレビュービューをすばやく切り替えられます。 

4.4 PTZ 制御 

プレビュー画面で  をクリックすると PTZ 制御パネルが表示されます。接続するカメラによっ

て、PTZ が対応する機能は異なる場合があります。ここでは PTZ カメラを例に説明します： 

 

1. 3D 測位：3D 測位機能のオン／オフを切り替えます。「  」をクリックすると 3D 測位がオ

ンになります。オンにするとボタンが「  」に変わります。もう一度ボタンをクリックすると

3D 測位が停止します。システムが 3D 測位機能をオンにしているときは、次の操作を行いま

す。 

プレビュー画面上の任意の場所をマウス左ボタンでクリックすると、ネットワーク高速ドーム

が該当ポイントを映像の中央に移動します。 



 

 

左ボタンを押したまま右下方向に矩形領域を描くと、ネットワーク高速ドームがその中心を映

像の中央に移動し、拡大します。 

左ボタンを押したまま左上方向に矩形領域を描くと、ネットワーク高速ドームがその中心を映

像の中央に移動し、縮小します。 

2. PTZ リセット：ワンキーリセット。このボタンをクリックすると、ネットワーク高速ドーム

がプリセットポイントと巡回経路をクリアします。 

3. ワンキーウォッチ。クリックするとワンキーウォッチを 1 回実行します。この機能は機種に

依存します。 

4. ネットワーク高速ドームでウォッチ機能をオンにしており、設定したウォッチ待機時間を過

ぎても制御信号が届かない場合、ネットワーク高速ドームは自動的にプリセット動作を実行し

ます。 

巡回モードとして「ウォッチモード」を選択します。 

時間間隔を設定します：ネットワーク高速ドームを手動で回転させた場合、20 秒待ってからウ

ォッチ動作を再開します。15〜240 秒の範囲で選択できます。 

ウォッチモードを選択します：デフォルト巡回、プリセットポイント、直線スキャン、トラッ

ク巡回、パターンスキャンのオプションがあります。 

注：同時に存在できるウォッチポイントは 1 つだけです。 

デフォルト巡回：巡回呼び出しボタンをクリックすると、デバイスが途切れることなく 360°

を反時計回りに等速回転します。 

保存ボタンを使うと、ネットワーク高速ドームはウォッチ機能をオンにせずに設定パラメータ

を保存できます。巡回ボタンをオンにすると、設定パラメータを保存し、ウォッチ機能をオン

にできます。 

ウォッチモードは下図のとおりです。 

 



 

 

5. 直線スキャン：巡回モードとして「直線スキャン」を選択し、  をクリックしてデバイスの

現在位置を開始位置として記録します。デバイスを回転させ、  終了ボタンをクリックして、

デバイスの現在位置を終了位置として記録します。「保存」ボタンをクリックすると、高・

中・低の 3 段階の巡回速度を保存できます。「巡回」ボタンをクリックすると、デバイスが 2

点間を等速で巡回します。直線スキャンのページは下図のとおりです。 

 

6. トラック巡回：設定したトラックに従って巡回します。同時に 4 つのトラックを設定でき、

各トラックで 32 個のプリセットポイントを選択できます。プリセットポイントごとに巡回の間

隔時間を設定できます。 

巡回モードとして「ツアー」を選択します。 

 

トラックを選択してプリセットポイントを追加し、 

 

各トラックにプリセットポイントを追加・削除し、上下ボタンでプリセットポイントの順序を

移動します。巡回時に異なるプリセットポイント間を切り替える速度と時間間隔を選択し、

「保存」ボタンをクリックすると、デバイスは巡回を開始せずにパラメータを保存します。

「巡回」ボタンをクリックすると、デバイスはパラメータを保存し、追加したプリセット位置

の順に巡回します。プリセットポイント巡回のページは下図のとおりです： 



 

 

 

7. パターンスキャンとは、あらかじめ設定した経路に従ってスキャンする機能で、ネットワー

ク高速ドームの水平・垂直方向の動き、ズーム操作などの動作を記録します。記録して保存し

た後、ユーザーはパターンスキャンのルートを直接呼び出せます。ネットワーク高速ドームは

4 つのパターンスキャン経路（番号 1〜4）の設定に対応し、各パターンスキャン経路に保存機

能を提供します。 

巡回モードとして「パターンスキャン」を選択します。 

 

経路を選択して、 

 

録画開始をクリックし、デバイスで任意の PTZ 操作を行った後、録画停止をクリックします。 

 

録画が完了したら、巡回呼び出しをクリックすると、デバイスは記録した内容に従って巡回し

ます。 

 

録画が完了したら、削除ボタンをクリックすると、デバイスは対応する番号のパターンスキャ

ン経路を削除します。パターンスキャンのページは下図のとおりです。 



 

 

 

  



 

 

第 5 章 クルーズ設定 

巡回プランを設定することで、プレビューウィンドウの巡回機能を実現できます。 

5.1 巡回プランの設定 

手順 1：「メインメニュー」で「クルーズ設定」をクリックすると、図のようにクルーズ設定

画面が表示されます。 

デフォルトでは、システムは「Strategy0」という名前の巡回プランを作成します。巡回プラン

名を変更する場合は、  をクリックしてプラン名を変更します。 

 

手順 2：巡回プランを設定します（1 つの巡回プランで最大 16 のプレビューレイアウトを設定

できます）。(1)  をクリックして「タスクの追加」画面を開きます。(2) 「タスク名」と「タ

スク時間」を設定し、実際の必要に応じてプレビューウィンドウの数を設定します。 



 

 

 

(3) 必要な順序でデバイスのチャンネルを映像ウィンドウにドラッグします（図参照）。 

 

(4) 「保存」をクリックすると巡回プランの設定が完了します（図参照）。 



 

 

 

5.2 クルーズの開始 

手順 1：「メインメニュー」で「メインウィンドウ」を選択すると、プレビュー画面が表示さ

れます。 

 

手順 2：画面下部で巡回プランを選択します（例： ）。手順 3：  をクリックして巡回を開始

します。 

  



 

 

第 6 章 再生 

6.1 再生の概要 

「メインメニュー」で「再生」を選択すると、再生画面が表示されます。デバイスの映像や画

像の再生・エクスポートに対応しています（図参照）。 

 

画面の機能は次のとおりです。 

1. 再生チャンネル：再生したいチャンネルにチェックを入れ、「検索」をクリックすると、対

応するチャンネルの映像を検索して再生します。 

2. 再生ウィンドウ：映像の再生表示領域です。 

 

スナップショット：再生ウィンドウを選択し、クリック  または右クリックで 1 枚の画像をキ

ャプチャします。電子ズーム：録画がオンの映像ウィンドウを選択してクリック  。再生停

止：再生中の映像ウィンドウを選択してクリック 

 

 または右クリックで選択します。録画：再生中の映像ウィンドウを選択してクリック また

は 

 



 

 

右クリックで選択します。魚眼モードの有効化：再生中の映像ウィンドウを選択してクリック

または 

 

右クリックで選択します（魚眼モードに対応したデバイスでのみ利用可能）。 

 

全画面表示：クリック  または右クリックで選択します。タグの追加：クリック  すると

再生中にタグを追加します。スクリーンショット：スクリーンショットボタン    をクリック

すると、マウスカーソルがスクリーンショットアイコンに変わります。再生ボックス内でマウ

ス左ボタンをクリックしてドラッグすると、スクリーンショットを取得できます。 

3. 照会時間：デバイス映像の照会時間を設定します。 

4. 時間進捗ボックス：  ：再生進捗バーの精度が高くなります。 

 ：再生進捗バーの精度が低くなります。   ：進捗バーの表示領域を移動します。 

5. ダウンロード・同期・切り出し。 

必要に応じて、録画のダウンロード、切り出し、エクスポートを行います。 

デバイス映像のダウンロード：7.3「デバイス映像のエクスポート」を参照してください。デバ

イス映像の切り出し：進捗バー上で切り出し開始点をドラッグし、映像を選択します。 

同期再生：複数のチャンネルを選択し、同期再生ボタンをクリックしてから「再生」をクリッ

クすると、すべてのチャンネルを同期して再生できます。 

6. 再生コントロールバー  同期再生：再生するチャンネルが複数ある場合、このボタンをク

リックしてから「再生」をクリックすると、すべてのチャンネルを同時に再生します。 

 再生開始  逆再生  一時停止  再生停止  1 フレーム送り再生  早送り再生  音声のオ

ン／オフ  魚眼モードで再生  スロー再生 

7. ウィンドウ制御： 

 必要な映像ウィンドウの表示モードと数を選択します  映像ウィンドウの全画面表示モー

ド 

8. 再生タイプ 

9. 再生モード：デバイス録画とローカル録画のいずれかを選択します。 



 

 

 

10. 検索設定：クリックすると、検索対象のストリームとアラーム種別を選択できます。 

6.2 デバイス映像の再生 

前提条件： 

選択したチャンネルのデバイスに録画があること。 

手順： 

手順 1：「再生」画面で  を選択します。手順 2：「デバイスグループ」でデバイスチャンネ

ルを選択します。 

手順 3：映像の照会条件を設定します。 

1. 録画種別とビットレートを選択し、日付と時刻を選択します。 

2. 「検索」をクリックすると、時間進捗ボックスに録画情報が表示されます。 

手順 4：映像のあるウィンドウを選択し、   をクリックすると、映像の再生が始まります（図

参照）。 

 

6.3 デバイス映像のダウンロード 

前提条件： 

デバイスのチャンネルに録画があること。 

(1) カスタム切り出しとダウンロード： 



 

 

手順 1：「再生」画面で  を選択します。手順 2：「デバイスグループ」でデバイスチャンネ

ルを選択します。 

手順 3：映像の照会条件を設定します。 

1. 録画種別とビットレートを選択し、時刻を設定します。 

2. 「検索」をクリックすると、時間進捗ボックスに録画情報が表示されます。 

手順 4：クリック  して映像進捗バーで映像を選択し、次にクリック  すると、図のようにメ

ニューが表示されます。 

 

手順 5：エクスポートする映像形式と保存先を選択して確定し、映像をダウンロードに追加し

てからクリック  してダウンロードメニューを開き、「ダウンロードの進捗」を確認します。 

下図のとおりです。 

 



 

 

(2) デバイスファイル時刻でダウンロード： 

手順 1：「再生」画面で  を選択します。手順 2：「デバイスグループ」でデバイスチャンネ

ルを選択します。 

手順 3：映像の照会条件を設定します。 

1. 録画種別とビットレートを選択し、時刻を設定します。 

2. 「検索」をクリックすると、時間進捗ボックスに録画情報が表示されます。 

手順 4：映像のあるウィンドウを選択し、再生コントロールツールバーの   をクリックする

と、その日のチャンネルの全映像クリップが表示されます（図参照）。 

 

手順 5：ダウンロードが必要な時間帯にチェックを入れ、エクスポートする映像形式と保存先

を選択して確定し、映像をダウンロードに追加してからクリック  してダウンロードメニュー

を開き、「ダウンロードの進捗」を確認します。下図のとおりです。 



 

 

 

注：ダウンロード時に AVF 形式を選択すると、映像を暗号化できます。専用プレーヤーで再生

する際は、正しいパスワードを入力する必要があります。 

6.4 スマート検索再生 

「メインメニュー」で「再生」を選択すると、スマート再生画面が表示されます。検索・再生

するチャンネルを選択します。 タイムライン上で映像がある領域は青色で表示されます。再生

中に、再生画面上でマウス左ボタンをクリックして枠をドラッグし、関心のある領域を選択し

ます。クリック  すると選択領域内の動体映像を検索します。クリック  すると選択領域を削

除します。 

 

注：スマート再生機能は、一度に 1 つのチャンネルのみ操作できます。 

6.5 画像検索とバックアップ 



 

 

前提条件： 

選択したデバイスチャンネルに、デバイス側およびローカルにスクリーンショットがあるこ

と。 

手順： 

手順 1：「再生」画面で「画像」ページを選択します。手順 2：「デバイスグループ」でデバイ

スチャンネルを選択します。 

 

手順 3：画像の照会条件を設定します。 

1. 検索場所（デバイスまたはローカル）、画像種別を選択し、時刻を設定します。 

2. 「検索」をクリックします（図参照）。 

 

 を選択するとデバイスに保存されたスクリーンショットを検索します。  を選択するとロ

ーカルに保存されたスクリーンショットを検索します。 

画像表示ウィンドウで、検索した画像の右下隅にある  をクリックすると、検索した画像を指

定したディレクトリに保存します。 

検索した画像を選択または一括選択し、クリック  すると、画像を一括して保存先ディレクト

リに保存します。 

注： 



 

 

1. ローカル検索で見つけた画像は削除できます。 

2. 画像の保存先は、メインメニューの「システム設定」で設定できます。 

6.6 タグ再生 

前提条件： 

プレビューまたは再生中に、関心のある時点にマークが付けられていること。 

手順 1：「再生」画面で「タグ」タブを選択します。 

手順 2：「デバイスグループ」でデバイスチャンネルを選択します。 

手順 3：検索時刻とキーワードを設定し（キーワードが空の場合はすべてを検索）、「検索」

をクリックします。検索結果は右側のウィンドウに表示されます（下図参照）。 

 

見つかったタグイベントを選択し、クリック  するとタグイベントを再生します。クリック  

するとタグ名を変更します。クリック  するとタグを削除します。 

6.7 イベント再生 

手順 1：「再生」画面で「イベント再生」を選択します。 

手順 2：「デバイスグループ」でデバイスチャンネルを選択します。 

手順 3：開始時刻と終了時刻を設定し、検索場所（デバイスまたはローカル）を指定して「検

索」をクリックすると、検索結果が下図のように表示されます。 



 

 

 

 を選択するとデバイスに保存されたイベントを検索します。  を選択するとローカルに保

存されたイベントを検索します。 

検索したイベントを選択してクリック  するとイベントを再生します。クリック  すると録画

イベントをロックし、上書きされないようにします。クリック  /  すると、選択した録画フ

ァイルをダウンロードします。 

注： 

1. ローカル検索で見つけたイベントは削除できます。 

2. イベントの保存先は、メインメニューの「システム設定」で設定できます。 

  



 

 

第 7 章 ログ検索 

7.1 クライアントログの検索 

手順 1：メインメニューで「ログ検索」を選択し、ログ照会画面を開きます。 

手順 2：「ローカルログ」を開きます。 

手順 3：検索するデバイスを選択し、実際の必要に応じて検索条件を設定します。アラームロ

グ、システムログ、操作ログを含むローカルクライアントのログを検索します。 

手順 4：「検索」をクリックして検索を開始します。システムにクライアントログの検索結果

が表示されます（図参照）。 

 

注：検索したログは、ページのエクスポートボタンでパスを設定し、指定したディレクトリに

保存できます。 

7.2 リモートデバイスログの照会 

手順 1：メインメニューで「ログ検索」を選択し、ログ照会画面を開きます。 

手順 2：「リモートログ」ページを開きます。 

手順 3：検索するデバイスを選択し、実際の必要に応じて検索条件を設定します。検索できる

デバイスログには、システムログ、設定ログ、アラームログ、ユーザーログ、ビデオログ、ス

トレージログ、インテリジェントログがあります。 



 

 

手順 4：「検索」をクリックして検索を開始します。システムにデバイスログの検索結果が表

示されます（図参照）。 

 

注：検索したログは、ページのエクスポートボタンでパスを設定し、指定したディレクトリに

保存できます。 

  



 

 

第 8 章 トポロジー管理 

軽量管理型の PoE スイッチを管理し、ネットワークトポロジーを表示するために使用します。

この機能を使用するには、スイッチがクライアントに正常に追加され、オンラインになってい

ることを確認してください。 

トポロジー表示画面で、クライアントが追加したデバイス間のトポロジー関係を確認し、関連

する設定操作を行います。 

8.1 関連操作 

Cloud CVMS のメインページで「トポロジー管理」をクリックすると、トポロジー表示画面が開

きます。 

 

画面の説明 

• 左上隅にデバイスのエイリアスまたは IP を入力すると、対応するトポロジーマップを表

示できます。 

• 右上隅には、アイコンの色の意味が表示され、トポロジーマップのエクスポート・更新、

経路の表示ができます。 

• 右下隅でトポロジーマップを拡大・縮小できます。マウスホイールで直接拡大・縮小する

こともできます。 

• 左下隅でトポロジーマップの表示レベルを設定します。 



 

 

説明： 

トポロジーマップ表示画面を初めて開いたときにトポロジーマップが表示されない場合は、

「更新」をクリックして再試行してください。 

関連する操作／アイコンは次のとおりです。 

デバイスをダブルクリック：デバイスの詳細を表示し、デバイス種別、IP、パネル状態、ポー

ト情報を表示します。 

デバイスを右クリック： 

(1) デバイス状態の確認：「デバイス状態」画面に移動します。詳細はデバイス状態を参照して

ください。 

(2) アラーム処理の実行：アラームおよびイベント情報を表示し、アラームの消去操作を行いま

す。 

(3) リモート設定の実行：「リモート設定」画面に移動します。 

(4) デバイス名の変更：トポロジー画面でのデバイスの表示名を変更します。 

(5) ルートノードとして設定：現在のデバイスをトポロジーマップのルートノードに設定しま

す。 

(6) デバイスのアップグレード：デバイスに接続された NVR/DVR/ネットワークカメラのアップ

グレードに対応します。 

 トポロジーマップのエクスポート：エクスポート先を選択して、現在のトポロジーマップ

をエクスポートします。 

 経路の表示：ネットワークカメラと現在のデバイスを選択すると、選択したデバイス間の

経路を表示します。 

 トポロジーマップの更新：トポロジーマップ画面を更新して表示します。 

8.2 トポロジー設定 

手順：画面左下隅の  をクリックして、トポロジーマップの簡単な設定を行います。 

• トポロジーマップの表示階層数を設定：1〜10 

• 「OK」をクリックして設定を保存します。 



 

 

 

説明： 

設定を変更した後は、「更新」をクリックすると最新のトポロジーマップが表示されます。 

  



 

 

第 9 章 AI 検索 

AI 検索ページでは、デバイスの顔、歩行者・車両、ナンバープレート、リピーターのデータを

検索・集計・設定できます。 

9.1 顔 

9.1.1 顔検索 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「顔 --- 検索」を選択します（図

参照）。 

 

1. デバイス領域：検索に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検索する期間と特定の属性を設定します。 

3. 検索結果表示領域：設定した条件で検索された顔画像を表示します。 

4. 画像で検索：この領域でローカルまたはデバイスの顔画像を追加し、類似度を設定して検索

します。 

9.1.2 顔統計 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「顔 --- データ分析」を選択しま

す（図参照）。 



 

 

 

1. デバイス領域：検索に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検索範囲、日付、顔グループを設定します。 

3. 検索結果表示領域：設定した条件で見つかった顔統計を表示します。 

9.1.3 顔設定 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「顔 --- 設定」を選択します（図

参照）。 

 

1. デバイス領域：設定に対応するデバイスを表示します。 

2. 顔グループ操作領域：顔グループの追加・変更・削除を行います。 

注：デバイスには最大 16 個の顔グループを追加できます。デフォルトの 3 グループ「許可リス

ト」「禁止リスト」「見知らぬ人」は削除できません。 



 

 

顔グループを選択して  ボタン をクリックすると、図のように顔グループ設定ページが開き

ます。 

 

 ボタン をクリックすると、下図のようにインポート方法の選択メニューが表示されます。 

 

デバイス画像：デバイスがキャプチャした顔画像を検索し、選択して指定したグループにイン

ポートします。 

ローカル画像：ローカルディレクトリに保存された顔画像を選択し、指定したグループにイン

ポートします。 

ローカル画像ディレクトリ：ローカルに顔画像が保存されているディレクトリを選択し、指定

したグループに一括インポートします。 

 現在のグループの顔画像を選択し、「エクスポート」ボタンをクリックして、ローカルの

保存先を選択すると、顔画像をローカルコンピューターにエクスポートします。 

 「インポートテンプレートのダウンロード」をクリックし、ローカルの保存先を選択する

と、インポートテンプレートをローカルコンピューターにダウンロードします。 テンプレート



 

 

ファイルの指示に従って編集した後、「ローカル画像」で .csv ファイルを直接インポートする

と、画像と関連情報を一括アップロードできます。 

 現在のグループの顔画像を選択し、「削除」ボタンをクリックすると、現在のグループ内

の選択した画像を削除します。 

 「更新」をクリックすると、現在のグループを更新します。 

9.2 歩行者と車両 

9.2.1 歩行者・車両検索 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「歩行者・車両 --- 検索」を選択

します（図参照）。 

 

1. デバイス領域：検索に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検索期間、アラーム種別、検知種別を設定します。 

3. 検索結果表示領域：設定した条件で見つかったスクリーンショットを表示します。 

検索した歩行者・車両イベントを選択し、クリック  するとイベントの詳細を表示します。ク

リック  するとイベントを再生します。クリック  すると映像をエクスポートします。クリッ

ク  すると歩行者・車両の画像をエクスポートします。 



 

 

 

9.2.2 歩行者・車両統計 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「歩行者・車両 --- データ分析」

を選択します（図参照）。 

 

1. デバイス領域：検索に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検索範囲、日付、スマート種別を設定します。 

3. 検索結果表示領域：設定した条件で見つかった歩行者・車両の統計を表示します。 

 をクリックすると、データ分析結果をローカルにエクスポートします（注：データは Excel



 

 

形式で保存されます）。 

 

9.3 リピーター検索 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「リピーター検索」を選択しま

す（図参照）。 

 

1. デバイス領域：検索に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：期間、最小キャプチャ間隔、類似度を設定して出現回数を検索し、属性や

グループで絞り込みます。 

3. 検索結果表示領域：時間に基づいて人物のプロフィール画像と検索された回数を表示しま

す。 

検索したリピーターを選択し、ダブルクリックするとその訪問者の具体的なスナップショット



 

 

イベントを表示します。クリック  するとイベントを再生します。 

イベントを選択してクリック  すると映像をエクスポートします。クリック  すると顔画像

をエクスポートします。 

 

9.4 ナンバープレート 

9.4.1 ナンバープレート検索 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「ナンバープレート --- 検索」を

選択します（図参照）。 

 



 

 

1. デバイス領域：ナンバープレート認識に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検索日、検索グループ、検索するナンバープレートを設定し、ナンバープ

レートの誤差として許容する文字数を設定します。 

3. 検索結果表示領域：設定したパラメータに基づいて検索結果を表示します。 

注：許容文字数とは、検索結果に表示されるナンバープレート番号と設定したナンバープレー

ト番号との間で不一致を許容する文字数です。設定を小さくするほど、検索結果の一致度が高

くなります。 

検索したナンバープレートを選択し、クリック  するとイベントの詳細を表示します。クリッ

ク  するとイベントを再生します。クリック  すると映像をエクスポートします。クリック  

するとナンバープレート画像をエクスポートします。 

 

9.4.2 ナンバープレート設定 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「ナンバープレート - 設定」を

選択します（図参照）。 

 



 

 

1. デバイス領域：設定に対応するデバイスを表示します。 

2. ナンバープレートグループ操作領域：ナンバープレートグループの追加・変更・削除ができ

ます。 

注：デバイスには最大 64 個のナンバープレートグループを追加できます。デフォルトの 3 グル

ープ「許可リスト」「ブロックリスト」「不明」は削除できません。 

操作手順：グループを選択してクリック  すると、下図のようにナンバープレート情報設定ペ

ージが開きます。 

 

クリック  すると、下図のようにナンバープレート情報入力メニューが表示されます。 



 

 

 

このページで、ナンバープレート情報を入力し、ナンバープレートが認識されたときに連動す

る音声およびアラームのチャンネルを設定します。 

「エクスポート」ボタンをクリックしてローカルの保存先を選択すると、現在のグループのナ

ンバープレート情報を .csv 形式でエクスポートします。 

「CSV からインポート」をクリックし、ローカルの .csv ファイルを選択すると、車両情報を一

括インポートします。 

「キャプチャからインポート」をクリックすると、ポップアップページでデバイスがキャプチ

ャしたナンバープレート認識画像を検索できます。検索結果から画像を選択して情報を編集

し、インポートします。 

「移動先」をクリックすると、選択したナンバープレート情報を現在のグループから別のグル

ープに移動します。 

「削除」をクリックすると、選択したナンバープレート情報を削除します。 

9.5 スマートハイブリッド検索 

メインメニューで「AI 検索」をクリックして検索画面を開き、「スマートハイブリッド検索」

を選択します（図参照）。 



 

 

 

1. デバイス領域：ナンバープレート認識に対応するデバイスを表示します。 

2. 検索条件の設定：検知種別と検索時間範囲を設定します。 

3. 検索結果表示領域：指定した条件に基づいて見つかった結果を表示します。 

検索結果を選択するとイベントの詳細を表示します。クリック  すると録画を再生します。ク

リック  すると映像をエクスポートします。または、クリック  するとナンバープレート画

像をエクスポートします。 

  



 

 

第 10 章 勤怠管理 

10.1 勤怠シーン 

このページで、勤怠デバイスのリアルタイム映像、顔キャプチャ画像、勤怠統計を確認できま

す。 

 

10.2 勤怠記録 

メインメニューで「勤怠管理」をクリックし、「勤怠管理 --- 勤怠記録」を開きます（図参

照）。 

 

このページで、検索するデバイスを選択し、検索期間と勤怠対象者の名前を設定して、勤怠記

録を照会します。勤怠記録には顔イベントのトリガーの開始・終了時刻が含まれ、記録に紐づ

くイベント映像を直接再生できます。 

注：勤怠機能は顔認識に基づいています。そのため、この機能を使用するには、デバイスで顔



 

 

認識が有効になっていること、顔画像がリストグループにインポートされていること、顔認識

の照合が正常であることを確認してください。 

10.3 勤怠統計 

メインメニューで「勤怠管理」をクリックし、「勤怠管理 --- 勤怠統計」を開きます（図参

照）。 

 

このページで、検索するデバイスを選択し、検索期間と勤怠対象者の名前を設定して、設定済

みの勤怠ルールに基づいて勤怠統計を照会します。 

勤怠統計には次が含まれます：勤怠日と打刻時刻、シフト状態、勤怠状態、休暇状態、残業状

態など。 

注：ここでの勤怠結果は、勤怠ルールで設定したパラメータに基づいて計算されます。勤怠ル

ールのパラメータを調整すると、ここでの結果統計に影響します。 

10.4 勤怠管理 

メインメニューで「勤怠管理」をクリックし、「勤怠管理 --- 勤怠設定」を開きます。 

1. 基本ルール 



 

 

 

 

：勤務時間と、出退勤の打刻が有効となる時間帯を設定します。 

 

：週末の期間を設定します。選択した日付では勤怠は記録されません。 

 

：欠勤設定。出勤打刻済みで、勤務開始時刻より X 分を超えて遅刻した場合、欠勤として記録

されます。0 の場合はこのルールは無効です。退勤打刻済みで、勤務終了時刻より X 分を超え

て早退した場合、欠勤として記録されます。出勤打刻も退勤打刻もない場合は、欠勤／早退と

して設定するかを選択します。 

注：ここでの設定は勤怠統計の結果に影響するため、実際の勤怠ニーズに応じて設定する必要

があります。 

2. 残業設定 



 

 

 

 

：勤務日の残業レベル設定。残業は 3 つのレベルに分かれます。対応する残業レベルにチェッ

クを入れると選択したことを示します。描画エリアで対応する色のバーをドラッグして、その

残業レベルに設定する時間範囲を指定します。 

 

：勤務時間の比率。各残業レベルに対応する勤務時間の比率を設定します。 

 

：週末の残業ルール。週末残業の残業レベルを設定します。注：ここでの設定は勤怠統計の結

果に影響するため、実際の勤怠ニーズに応じて設定する必要があります。 

3. 休日設定 



 

 

 

クリック  すると休日設定メニューが開き、休日種別を選択できます。 

 

 

休日名、開始時刻（カレンダー形式）、休暇日数、残業レベル、毎年繰り返すかどうかを入力

します。 



 

 

 

 

違いは、休日の開始時刻の設定方法です。日付は毎年異なるため、特定の年・月の何週目の何

曜日という形で表します。 

クリック  すると、追加して選択した休日設定を削除します。 

4. 休暇種別の設定 

 

このページで、必要に応じて休暇種別を追加・削除します。 

注：ここで設定した休暇種別は、人員管理ページで人員の休暇種別を示すために使用されま

す。 

5. 人員管理 

 

クリック  すると人員情報設定メニューが開き、現在のデバイスの人員情報を変更できます。 



 

 

クリック  すると、選択した人員のサインインを行います（図参照）。 

 

  



 

 

第 11 章 アラーム設定 

11.1 アラームイベント表示 

メインメニューで「アラーム設定」をクリックしてアラーム操作画面を開き、アラームイベン

トを選択します（図参照）。 

 

1. アラーム種別とアラームレベル： 

アラーム種別：ウィンドウに表示するアラーム種別を設定します。選択したアラーム種別の情

報のみがメッセージウィンドウに表示されます。 

アラームレベル：ウィンドウに表示するアラームレベルを設定します。緊急・重要・通常・不

明の 4 レベルがあり、選択したアラームレベルのみメッセージウィンドウに表示されます

（注：アラームレベルはアラーム連動ページで設定する必要があります）。 

2. アラーム情報表示領域： 

この領域には、オンラインデバイスのアラーム状態がリアルタイムで表示されます（注：アラ

ーム連動ページでチャンネルのスケジュール状態を設定することで、ここに表示されるアラー

ムメッセージを制御できます）。 

3. アラームイベント詳細領域： 

アラームチャンネルでアラーム連動ページのアラーム連動スナップショットと録画が有効にな

っている場合、アラーム情報を選択すると、そのアラームに紐づくスクリーンショットと映像



 

 

を確認でき、映像を再生できます。 

「メール送信」ボタンをクリックすると、現在のアラーム情報を設定したメールアドレスに送

信します。 

クリック  または「処理」ボタンをクリックすると、すべてまたは個別のアラームイベントに

コメントできます。 

4. クリック  するとアラーム情報の表示を消去します。クリック  するとアラーム音量のオ

ン／オフを切り替えます。 

クリック  するとリアルタイムアラームのポップアップを設定します。「閉じる」：ポップア

ップなし。「開く」：アラーム発生時にページ上部にポップアップを表示します。 「全画

面」：アラーム発生時にポップアップを全画面で表示します。クリック  するとデバイスの異

常アラーム記録を表示します。 

11.2 アラーム連動設定 

メインメニューで「アラーム設定」をクリックしてアラーム操作画面を開き、アラーム連動を

選択します（図参照）。 

 

1. デバイス領域：設定に対応するデバイスを表示します（注：デバイスはオンラインを維持す

る必要があります）。 

2. アラーム種別の選択：通常アラーム、AI 分析、AI を含みます。クリック  するとアラーム



 

 

種別のオプションが展開され、必要に応じてアラーム種別の設定を選択できます。 

3. アラーム連動設定：キャプチャ、録画、ポップアップ、サウンド、メール、スケジュール、

アラームレベルの設定に対応します。 

4. 操作設定： 

すべてオン：すべてのオプションをオンにします すべてオフ：すべてのオプションをオフに

します 更新：現在のページを更新します 保存：設定を保存します 

11.3 スケジュール設定 

メインメニューで「アラーム設定」をクリックしてアラーム操作画面を開き、スケジュールを

選択します（図参照）。 

 

このページで、スケジュールの追加・削除・変更を行います。スケジュールは、アラーム連動

チャンネル設定やローカル録画スケジュール設定に適用できます。 

11.4 IP スピーカー連動設定 

メインメニューで「アラーム設定」をクリックしてアラーム操作画面を開き、IP スピーカーの

アラーム設定を選択します（図参照）。 



 

 

 

注：この機能を設定するには、IP スピーカーを CVMS に追加してオンラインにする必要があり

ます。 

操作手順： 

1. デバイスチャンネルのバインド：「追加」ボタンをクリックし、ポップアップメニューリス

トでバインドするデバイスチャンネルを選択して、クリック  すると「バインドデバイスリス

ト」に追加します。 

 

2. プレビューページに移動して、バインドしたデバイスチャンネルをプレビューし、チャンネ

ルのスピーカー -- インターホンボタンをクリックすると、PC 側で話してスピーカーから出力し

ます。 



 

 

 

3. チャンネルのスピーカー -- 放送ボタンをクリックすると放送設定メニューが開き、テキスト

を入力して音声に変換したり、音声ファイルをインポートしたりして、設定した回数だけスピ

ーカーで放送できます。 

 

11.5 デバイスの解除（ディスアーム） 

デバイスの解除ページで、アラームの解除／設定（ディスアーム／アーム）機能を持つデバイ

スを解除／設定します。 

 

  



 

 

第 12 章 ローカル録画 

1. メインメニューで「ローカル録画」をクリックして、ローカル映像管理画面を開きます。 

このページで、ローカル映像の保存パーティションとディレクトリを設定し、映像の上書き方

法を設定します（図参照）。 

 

2. 「録画スケジュール」をクリックして録画プラン設定画面を開き、デバイスリストで録画が

必要なデバイスチャンネルにチェックを入れ、プラン名、録画ファイルの長さ、録画ビットレ

ート、使用スケジュールを設定します。設定が完了したら「保存」をクリックして保存します

（図参照）。 

 

3. 設定が完了したら「録画管理」画面を開き、映像管理リストで追加したチャンネルを選択し



 

 

ます。録画開始をクリックするとローカル録画を開始し、録画停止をクリックするとローカル

録画を停止します（図参照）。 

 

4. メインメニューに戻り、「録画管理」を開いて、ローカル録画を設定したデバイスチャンネ

ルを選択し、録画の検索と再生を行います（図参照）。 

 

5. メインメニューに戻り、「再生 — ローカル再生」を開いて、ローカル録画を設定したデバイ

スチャンネルを選択し、録画を検索して再生します（図参照）。 



 

 

 

  



 

 

第 13 章 システム設定 

メインメニューで「システム設定」をクリックして、システム設定画面を開きます（図参

照）。 

 

システムパラメータを設定します。具体的なパラメータは次のとおりです： 

13.1 一般 

言語：システム言語の設定 システムログの保持：システムログの保持期間。1 週間、半月、1

か月の 3 つのオプションがあります。 

起動時に自動起動を設定：起動時に自動的に起動します。 

自動ログイン：Cloud CVMS に自動的にログインします。 

デバイスに自動ログイン：デバイスに自動的にログインします。Cloud CVMS にログインする

と、接続されたデバイスが自動的にログインしてオンラインになります。このオプションのチ

ェックを外すと、Cloud CVMS にログインしてもすべてのデバイスはオフラインのままです。 

デバイスチャンネル名の同期を有効化：デバイスチャンネル名の同期を有効にします。 



 

 

デバイスでチャンネル名を変更すると、CVMS の対応するチャンネルに自動的に同期されま

す。 

デコード種別：ソフトウェアデコードは CPU に依存してデコードするため CPU 消費が大きく、

ハードウェアデコードは GPU に依存してデコードするため CPU の消費を抑えます。 

高速再生時間：即時再生の録画時間設定。1 分、3 分、5 分、10 分に対応します。 CPU/GPU

上限：プレビューまたは再生時の CPU/GPU 使用率の上限を設定します。使用率が設定した上限

を超えると、プレビューチャンネルが自動的に閉じられ、CPU/GPU の負荷を軽減します。 

13.2 ファイル設定 

 

ファイル種別：ファイルの保存種別。次のオプションがあります：avf、AVI、mp4 最大ファイ

ルサイズ：1 つの映像ファイルのサイズ。次のオプションがあります：1G、2G（AVI 形式は 1G

の映像ファイルのみ対応） アラーム映像の保持期間：アラーム映像の保持期間。

7/30/90/180/365 日から選択できます。 画像の保存先：ローカル画像ファイルの保存先を設定

します。 

映像の保存先：ローカル映像ファイルの保存先を設定します。 

ディスク空き容量が___MB 未満のときにアラーム：値を設定すると、ディスクの空き容量がこ

の値を下回ったときにシステムが警告を出します。チェックを入れて値を設定します。最小設

定は 500MB です。 

アラーム音：各種アラームがトリガーされたときに対応するアラーム音を設定します。 



 

 

13.3 ホットキー 

VMS を最大化（全画面で開く）：F2 メインビュー（プレビューを開く）：F3 再生（再生を

開く）：F4 システム設定（システム設定を開く）：F5 アラームイベント（アラームを開

く）：F6 クルーズ設定（クルーズ設定を開く）：F7 デバイス管理（デバイス管理を開

く）：F8 画面ロック（画面をロック）：F9 ユーザー切り替え：F10 アラーム音のオン／オ

フ：F11 ローカル録画（ローカル録画を開く）：CTRL + R ショートカットキーでモジュール

をすばやく開けます。上記のショートカットキーは既定値であり、ユーザーは使用習慣に応じ

て変更できます。 

4. メール設定：Cloud CVMS が受信したアラームを、指定したメールアドレスに送信します。 

アラーム設定ページでアラームメール機能を有効にする必要があります： 

メール：メール設定のスイッチ 暗号化：メールサーバーが SSL または TLS 認証を必要とする

場合は有効にします。不明な場合は「自動」に設定してください。 

SMTP ポート：メールサーバーの SMTP ポートを入力します SMTP サーバー：メールの SMTP

サーバーアドレスを入力します ユーザー名：ユーザーのメールアドレスを入力します パス

ワード：ユーザーのメールパスワードを入力します 送信者：送信者名 受信者 1〜3：Cloud 

CVMS からのイベント通知を受け取るメールアドレスを入力します。 

間隔：Cloud CVMS の通知メールの送信間隔を設定します。既定値は 3 分です。 

テスト：すべての設定が正しいことを確認するため、「テストメール」をクリックすると、シ

ステムがユーザーの受信箱にメールを送信します。テストメールを受信できれば、設定パラメ

ータが正しいことを意味します。 

  



 

 

第 14 章 AI 設定 

14.1 モデル設定 

メインメニューで「AI 設定」をクリックして AI 設定操作画面を開き、モデル設定を選択します

（図参照）。 

 

このページで、顔認識に対応するデバイスを選択し、顔認識モデルの使用方法を設定します。

自動モード：ローカルモデルと、ローカルモデルのバージョンと一致するカメラモデルが優先

して使用されます。 

手動モード：顔モデルを手動で有効にする必要があります。 

14.2 データベース同期 

このページで、デバイスの顔・ナンバープレートデータベースをバックアップおよびインポー

トします。 

 

例：操作対象のデバイスを選択し、操作種別を「エクスポート」に設定して、保存先の 

 



 

 

パスを選択します。クリックしてパスワード認証を行い、「エクスポート」に進みます。エク

スポートが完了すると、状態が「成功」になります。 

 

  



 

 

第 15 章 電子マップ設定 

15.1 マップの作成／編集 

手順 1：メインメニューで「電子マップ設定」をクリックしてマップ設定画面を開き、画面内

の「電子マップの追加」をクリックすると、図のようにマップ選択ダイアログボックスが表示

されます。 

 

手順 2：マップ名を設定し、画像のパスを選択して、マップのインポートを完了します。 

手順 3：「電子マップの編集」をクリックし、ポップアップメニューでマップ名を変更しま

す。 



 

 

 

15.2 監視ポイント 

画面左側の「監視ポイント」オプションをクリックしてデバイスリストを展開し、カメラの実

際の設置場所に応じて、デバイスチャンネルをマップ上の対応する監視ポイントにドラッグし

ます。 

 

15.3 監視ポイントの編集／削除 

配置済みの監視ポイントを選択し、右クリックして「編集」を選ぶと編集画面が開きます。こ



 

 

こでポイント名、ポイントのアイコン、名前の色、名前の背景色を変更できます（図参照）。 

 

配置済みの監視ポイントを選択し、右クリックして「削除」を選び、確認メニューで「はい」

を選択すると、監視ポイントを削除します。 

  



 

 

第 16 章 マッププレビュー 

16.1 監視 

電子マップを通じて、アラームチャンネルの位置を直感的に把握し、チャンネルの映像やアラ

ーム状態をリアルタイムで確認できます。 

メインメニューで「電子マップ監視」をクリックすると、マッププレビュー画面が開きます

（下図参照）。 

 

1. マップ：追加したマップを表示します。 

2. マッププレビュー：選択したマップをクリックすると、そこにマップビューが表示されま

す。 

3. マップ操作領域：選択したマップに対して、上下左右の移動やズームなどの操作を行いま

す。 

4. 自動アラームプレビューを有効にしていて、マップに追加したデバイスでアラームがトリガ

ーされると、マップ上にアラーム種別のアイコンが表示され、右側のプレビューボックスにリ

アルタイム映像が自動的に再生されます。有効にしていない場合は、ウィンドウに自動プレビ

ューされず、マップ上の対応するデバイスの横にトリガーされたアラーム種別のアイコンのみ

が表示されます。 

5. デバイス種別：マップに表示するデバイス種別を選択します。選択した種別がマップに表示

されます。 

6. アラーム種別：マップに表示するアラーム種別を選択します。「すべてクリア」をクリック



 

 

すると保留中のアラームを消去し、「重ねて表示／並べて表示」をクリックするとプレビュー

ウィンドウのレイアウトを並べ表示または重ね表示に変更します（下図参照）。 

 

7. アラームプレビュー領域：デバイスをダブルクリックするか、自動アラームにチェックを入

れてアラームがトリガーされると、右側のプレビュー領域にリアルタイム映像が表示されます

（最大 4 画面）。 

16.2 トラック再生 

カメラが人物の顔情報をキャプチャし、その人物が監視エリアに現れた時刻を記録します。こ

れらの顔認識記録を時系列で再生することで、検索対象がエリア内をどのように移動したかを

明確に示します。 

この機能を使用するには、監視エリアに追加したカメラで顔認識機能が有効になっていること

を確認する必要があります。 



 

 

 

1. 検索する期間を設定します 

2. クリック  して検索対象の顔画像を選択しインポートします。インポートした顔画像は下の

画像ボックスに表示されます。 

3. クリック  すると、インポートした顔画像を削除します。削除後は、その顔画像は画像表示

ボックスに表示されません。 

4. クリック して検索ボタンを押すと、顔をキャプチャしたカメラがマップ上に表示され、最初

のキャプチャポイント  と最後のキャプチャポイント をマークします。 

5. クリック  するとキャプチャしたトラックを再生します 

6. 下部で「録画再生」を選択した後、クリック  すると、キャプチャしたトラックと、キャプ

チャポイントに対応する録画イベントを再生します。 

 

7. クリックしてローカルディレクトリを選択すると、トラックで生成された顔キャプチャ情報

をエクスポートします 

  



 

 

第 17 章 アカウント管理 

このページで、サブユーザーを追加し、権限グループを設定します。 

17.1 ユーザーの追加 

手順 1：メインメニューで「アカウント管理」を選択し、「アカウント管理 --- ユーザー管理」

画面を開きます（図参照）。 

 

手順 2：クリック  して画面右上の「ユーザー追加」メニューを開き、ユーザー名とパスワー

ドを設定し、作成済みの権限グループを設定して、サブユーザーの設定を完了します（図参

照）。 

 

追加したサブユーザーを選択し、  ボタン をクリックすると削除します。 

注：管理者ユーザーは削除できません。 

17.2 権限グループの設定 

メインメニューで「アカウント管理」を選択し、「アカウント管理 --- 権限設定」画面を開きま

す（図参照）。 



 

 

 

クリック  すると、このページで権限グループ設定メニューが開き、グループ名と、そのグル

ープ配下のデバイスの操作権限を設定できます（下図参照）。 

 

注：権限グループの設定リストは、クラウドに録画するデバイスやクラウド上のデバイスの設

定には対応していません。 

  



 

 

第 18 章 クラウドアラーム 

18.1 クラウドアラーム 

メインメニューで「クラウドアラーム」をクリックし、「クラウドアラーム -- アラームメッセ

ージ」ページを開きます（図参照）。 

 

デバイスリストでオンラインのデバイスを選択し、照会期間と照会メッセージ種別を設定して

「検索」をクリックすると、選択したデバイスのアラームメッセージをクラウドから取得しま

す。メッセージのサムネイルをクリックするとメッセージを再生します。 

1 件の未読メッセージを選択してクリック  すると、選択したメッセージを既読にします。す

べての未読メッセージを選択してクリック  すると、すべてのメッセージを既読にします。 

1 件のメッセージを選択してクリック  すると、選択したメッセージを削除します。すべての

メッセージを選択してクリック  すると、選択したすべてのメッセージを削除します。 

18.2 システムメッセージ 

メインメニューで「クラウドアラーム」をクリックし、「クラウドアラーム - システムメッセ

ージ」ページを開きます。 

このページで、他のアカウントからのグループまたはデバイスの共有情報を確認できます（図

参照）。 



 

 

 

1 件の未読メッセージを選択してクリック  すると、選択したメッセージを既読にします。す

べての未読メッセージを選択してクリック  すると、すべてのメッセージを既読にします。 

1 件のメッセージを選択してクリック  すると、選択したメッセージを削除します。すべての

メッセージを選択してクリック  すると、選択したすべてのメッセージを削除します。 

注：クラウドアラーム機能は、クラウドサービスに対応したデバイスでのみ利用できます。 

通常ログインモードでは、クラウドアラーム機能を使用するにはクラウドアカウントにログイ

ンする必要があり、デバイスがクラウドに正常に接続されている必要があります。 

  



 

 

第 19 章 車両管理 

この機能は、ナンバープレート認識機能を持つ複数のカメラを、実際に設置されたレーンに基

づいて入出場ポイントとして設定し、1 つの駐車場管理システムに統合することで、施設に出

入りする車両を管理するためのものです。 

19.1 パラメータ設定 

19.1.1 入出場設定 

手順 1：駐車スペース数を設定します。実際のスペース数を設定してください。最大は 10,000

です。 

 

手順 2：「追加」ボタンをクリックしてレーン管理ページを開き、キャプチャカメラをバイン

ドしてレーンパラメータを設定します。 

 

レーン種別の設定：レーンを入場または出場として設定します。実際のレーン種別に応じて設

定してください。 

自動開放ルールの設定：ホワイトリストのナンバープレートは既定で自動開放され、無効にで

きません。「一時車両」にチェックを入れると、システムがこのレーンで入場車両を一時車両

と認識した際に自動開放します。 

ナンバープレートキャプチャカメラのバインド：「設定」ボタンをクリックし、メニューから



 

 

VMS に追加済みのオンラインのナンバープレートカメラを選択してバインドします。 

表示ウィンドウ設定：現在のレーンにバインドしたカメラの出力ウィンドウを選択します。 

注： 

1. 一時車両とは、ホワイトリストにもブラックリストにも登録されていないナンバープレート

です。 

2. 各レーンにバインドできるナンバープレートキャプチャカメラは 1 台のみで、すでにバイン

ド済みのカメラは再利用できません。 

3. レーンにバインドするナンバープレートカメラでは、IPC 内蔵のナンバープレートトリガー

I/O 機能を無効にする必要があります。 

19.1.2 スケジュール設定 

このページで、一時車両の自動入出場用のホワイトリストとスケジュールを設定し、スケジュ

ールの追加・削除を行います。 

 

19.2 車両管理 

1. 「車両管理 > 許可リスト」ページで「追加」ボタンをクリックすると、車両情報設定ページ

が開きます（図参照）： 



 

 

 

このページで、車両のナンバープレート番号、種別、色、所有者名、連絡先番号、有効期間、

備考などの情報を入力します。 

車両を選択して「車両削除」ボタンをクリックすると削除します。「グループをクリア」ボタ

ンをクリックすると、現在のリストのすべての車両を削除します。 

車両を選択して「エクスポート」ボタンをクリックすると、車両情報をローカルコンピュータ

ーにエクスポートします。「インポート」ボタンをクリックすると、ローカルコンピューター

から車両情報をホワイトリストグループにインポートします。 

車両を選択して「更新」ボタンをクリックすると、登録を更新します。更新オプションには、

半月、1 か月、6 か月、1 年、無期限があります。 

2. 「車両管理 > ブロックリスト」ページで「追加」ボタンをクリックすると、車両情報設定ペ

ージが開きます（図参照）： 

 



 

 

このページで、車両のナンバープレート番号、種別、色、所有者名、連絡先番号、備考などの

情報を入力します。 

車両を選択して「車両削除」ボタンをクリックすると削除します。「グループをクリア」ボタ

ンをクリックすると、現在のリストのすべての車両を削除します。 

車両を選択して「エクスポート」ボタンをクリックすると、車両情報をローカルコンピュータ

ーにエクスポートします。「インポート」ボタンをクリックすると、ローカルコンピューター

から車両情報をブラックリストグループにインポートします。 

注：ホワイトリストとブラックリストの車両は、相互に移動できます。 

19.3 車両監視 

このページでは、レーンのバインドが完了したナンバープレートカメラの映像をリアルタイム

でプレビューできるほか、手動で開放することもできます。 

 

自動開放：カメラがナンバープレート情報を認識すると、VMS は現在のレーンに設定された自

動開放ルールに基づいて、自動的に I/O をトリガーしてバリアを開きます。 

手動開放：車両がブラックリストに登録されている場合、または現在のレーンで一時車両の自

動開放が有効になっていない場合は、I/O をトリガーして手動でバリアを開きます。 

駐車統計：入場車両と空き駐車スペースをリアルタイムで追跡します。注： 

1. 車両を手動で開放する際は、先にナンバープレート番号を入力する必要があります。入力し

ないと I/O 連動が機能しません。 



 

 

2. 出場時に一時車両を自動開放する場合は、出場時に認識されたナンバープレートが入場時に

登録されたナンバープレート番号と一致していることを確認してください。 

3. 出場時に車両を手動で開放する場合：入力したナンバープレートが入場記録に存在すれば、

手動で開放し、空き駐車スペース数を 1 つ増やします。入力したナンバープレートが入場記録

に存在しない場合は、手動で開放し、空き駐車スペース数は変更しません。 

4. 有効期間が切れたホワイトリスト車両が入出場する場合は、手動開放が必要です。 

5. 駐車場の空きスペース数が 0 の場合、入場する車両は手動開放が必要です。 

19.4 データ照会 

19.4.1 通行記録の照会 

このページでは、指定した期間内のすべての入出場ポイントの車両通行記録を検索・エクスポ

ートできます。関連する記録について、ナンバープレートのキャプチャ画像や紐づく映像クリ

ップを確認し、バックアップ用にダウンロードできます。 

 

19.4.2 構内車両の照会 

このページで、現在の駐車場内で 1 時間以上駐車している車両を検索します。滞在時間や駐車

種別を指定して、検索をカスタマイズできます。 



 

 

 

  



 

 

第 20 章 入退室管理 

メインメニューで「入退室管理」をクリックすると、ビデオドアエントリー画面が開き、シス

テムに追加したビデオドアエントリーデバイスを管理できます。 

20.1 ライブ 

このページでは、システムに追加したビデオドアエントリーデバイスのリアルタイムプレビュ

ーとリアルタイム制御ができます。 

 

画面下部でタップすると、リモートでの解錠操作を行えます：タップで解錠、タップで施錠し

ます。 

20.2 通行記録の照会 

このページでは、指定した時間範囲内の入退室認証記録を検索・エクスポートできます。関連

する認証記録の詳細（認証時刻、認証方法、認証の成否など）を確認し、紐づく映像クリップ

を再生して、バックアップ用にダウンロードできます。 



 

 

 

20.3 ユーザー管理 

入退室ユーザーの検索・追加・変更・削除、およびユーザーデータベースのエクスポート・イ

ンポートを行います。 

20.3.1 ユーザーの追加／編集／削除 

「追加」ボタンをクリックするとユーザー設定ページが開き、ユーザー情報を追加して関連す

る権限を設定できます。 

 

 

クリック すると、追加済みユーザーのリストを表示します。ユーザーを選択してクリック  す

ると、その詳細を編集します。クリック  すると、追加済みユーザーを削除します。 

ページ右上隅でクリックすると、追加済みユーザーの表示モードを切り替えます。 



 

 

20.3.2 エクスポート／インポート 

クリック  すると、現在のビデオインターホンシステムからユーザー情報データベースを

エクスポートし、指定したローカルディレクトリに保存します。 

クリック  すると、ローカルに保存したユーザー情報データベースを現在のビデオインタ

ーホンシステムにインポートします。 

 

クリックすると、ローカルに保存したユーザー情報データベースを複数のビデオインターホン

システムに一括インポートします。 

  



 

 

第 21 章 AI シーン 

21.1 越境カウント統計 

クリック  すると、越境カウント統計を表示します（図参照）： 

 

デバイスチャンネルを再生ウィンドウにドラッグすると、プレビューしてカウント統計を確認

できます。 

クリック  すると設定ページが開き、カウント統計を追跡するデバイスとチャンネルを設定で

きます。 

 



 

 

注：複数のデバイスで越境カウント統計を同時に有効にすると、ページに表示される統計はす

べてのデバイスの累積データになります。 

クリック  すると統計ページが開きます（下図参照）： 

 

デバイスチャンネル、レポート形式、検索日、対象種別を選択して検索を実行すると、対応す

る統計が生成されます。 

越境カウント統計は、棒グラフ、折れ線グラフ、レポートの 3 つの表示モードに対応していま

す。 

クリック  すると、通過／未通過の統計レポートをローカルデバイスにエクスポートします。 

21.2 混合オブジェクト検出 

クリック  すると、混合オブジェクト検出のデモページに移動し、リアルタイム統計とアラー

ムのスクリーンショットを確認できます（下図参照）： 



 

 

 

 ページ右上隅の設定アイコンをクリックすると、アラート種別とアラートデバイスを設定で

きます。 

 


